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ごみの自然界流出をゼロにする挑戦

アジアにおける海洋プラスチック汚染と対策：

生態系への影響と国際協力の取組み



代表

小嶌 不二夫 Kojima Fujio
7歳の時に読んだ本の影響で環境問題の解決を志す。

大阪府大で環境工学、京大院でエネルギー経済を専攻。

大学院時代に世界を一周し、ごみの自然界流出問題に着目。

帰国後にごみ拾いSNS ピリカの開発を開始。

2011年に京大を中退し、会社を設立。

環境スタートアップ大賞 環境大臣賞 受賞

MIT Innovators Under 35 Japan受賞

会社概要

発表者紹介



© 2022 Pirika,  inc.

マイクロプラスチック
流出調査・対策

アルバトロス

ピリカが提供する「ごみの流出対策サービス」

ピリカが提供する「ごみの流出対策サービス」

3

ごみ分布
調査サービス

タカノメ

ごみ拾い促進
プラットフォーム

ピリカ



マイクロプラスチック流出調査・対策

アルバトロス

マイクロプラスチックの流出源を突き止め

流出を根本から止める

ピリカにより撮影



直径5mm以下の
マイクロプラスチックの流出

ピリカにより撮影



直径5mm以下の
マイクロプラスチックの流出

実は、元の製品や流出経路
が分からず、対策が取れな
い

ピリカにより撮影



従来のマイクロプラスチック調査手法の課題

従来手法（船による網の牽引）は高コスト＆使えない場所も

船は
高コスト

船が
入れない

左写真：東京海洋大学 内田先生より提供
右写真：ピリカにより撮影



既製品を組み合わせて調査装置を開発、低コスト & どこでも調査可能に

網で
浮遊物を採取

1号機

3号機

7号機

ピリカにより撮影



国連が採用、世界最大級のマイクロプラスチック調査手法に

ピリカにより撮影



アルバトロス 分析工程

採取された5,000以上のサンプルを1つ1つ分析。東工大、東京理科大、

プラスチック成形加工会社らと連携し、流出製品の推定に取り組む

ピリカにより撮影



人工芝の大量流出を明らかに

2020年度の調査では、国内水域における流出マイクロプラスチックのおよそ20％（個数比）

が人工芝 であることを特定。人工芝の割合が50％を超える河川も複数存在

※最大径0.3~5.0mmのプラスチックのみで計算
ピリカにより撮影



発見された流出現場

スポーツ施設や学校等から深刻な流出が起きていることを明らかにした

住友ゴム工業株式会社より提供



パートナーと連携し、解決先を開発

住友ゴム工業HP スポーツ用人工芝由来のマイクロプラスチック問題への取り組みについて
https://www.srigroup.co.jp/newsrelease/2021/sri/2021_035.html



情報公開とメディア露出

2020年5月~2021年4月の出演・露出メディア：
NHK (クローズアップ現代), 日本テレビ (news every), テレビ朝日(TOKYO応援宣言), BS朝日(バトンタッチSDGsはじ
めてます), BSフジ(地球HEROS), 朝日新聞, 日本経済新聞, 毎日新聞, 読売新聞, 中日新聞×2, 夕刊フジ, 日本産業経済新聞, 
環境新聞, 電気新聞, 京都新聞×2, 神戸新聞, 秋田魁新報, J-WAVE, Yahoo!ニュース×2, 他多数

記者発表や結果のオープンデータ化を通じて、事実に基づく議論と解決を促進

ピリカにより撮影



発見されたコーティング肥料流出の現場

被覆肥料、一発型肥料、徐放性肥料カプセル等の呼び方がある。

北陸で採取されたプラスチックの3.5％、犀川(石川)と小矢部川(富山)では60％以上を占めた

ピリカにより撮影



発見されたコーティング肥料流出の現場

SNSピリカ利用者より提供



情報公開とメディア露出

ピリカの調査結果が報道されてから3年

が経った2022年1月...

全農が「2030年にはプラ

スチックを使用した被覆肥

料に頼らない農業を目指

す」と宣言
①被覆肥料にプラスチックが含まれていることの

明記

②肥料殻の野内からの流出抑制対策の実施

③プラスチック被膜に頼らない農業の実現

全国農業協同組合連合会 ホームページ 2022/1/21リリース文
https://www.zennoh.or.jp/press/release/2022/87368.html
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ポイ捨て調査サービス

タカノメ

サービス

AI x スマホ x 自動車で

ごみ流出問題のものさしを作る

山一商事株式会社より提供
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車のダッシュボードにスマホを取り付ける

ピリカにより撮影
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機械学習でごみの数量を分析
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ごみの分布を見える化（既に16万km、地球4周分を調査済）
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①予算配分：どの地域に予算を集中させるべきか
②効果測定：効果が高いのはどの取り組みか

データを用いて自治体がごみの流出抑制や回収活動を効率化
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廃棄物・物流等の業界が社会貢献・PR目的で採用

山一商事株式会社より提供
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次のチャレンジ

24

地球規模でごみ流出をゼロにするために世界共通のものさしが必要

①問題解決のための「ものさし」の普及
タカノメを世界中に普及させ、ごみ流出問題計測

のための世界共通の「ものさし」にする

②優先順位付け
ものさしによって、ごみ流出の深刻度を重み付し、

優先して対策すべき地域を決める

③解決策の導入と改善
優先して対策すべき地域に、解決策を提供する

効果を測り、解決されるまで改善を繰り返す

ベトナムでの実証実験の様子
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ごみ拾い促進プラットフォーム

ピリカ
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サービス

ごみ拾いを楽しく、続けやすく！

SNSの力で世界中のごみを拾い尽くす



サービス > ごみ拾い促進プラットフォーム ピリカ

ピリカは、ごみを拾うボランティアの方々にとってのTwitterのようなサービス。
リアルイベントとして行われていた地域清掃活動が、いつでも、どこでも、気軽にスマホで参加可能に。



サービス > ごみ拾い促進プラットフォーム ピリカ

ごみ拾いSNS「ピリカ」の仕組み
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116の国と地域
で利用

2.7億個の
ごみを回収

のべ 200万人
の参加者数

サービス > ごみ拾い促進プラットフォーム ピリカ

ごみ拾いSNS「ピリカ」の実績



県や市の環境課に対し、清掃活動のDXツールとしてピリカを提供

サービス > ごみ拾い促進プラットフォーム ピリカ > 自治体版

市区町村
神奈川県 横浜市（2016年〜）
大阪府 泉大津市（2018年〜）
兵庫県 西宮市 （2021年〜）
東京都 渋谷区 （2021年〜）
東京都 港区 （2021年〜）
埼玉県 さいたま市（2021年〜）
奈良県 大和郡山市（2022年〜）
東京都 豊島区 （2022年〜）

※1. 福井国体が行われた2019年度末で見える化ペー
ジは縮小、データ提供は継続
※2. 2021年度よりJT北陸支社を中心とした民間主導
の運営体制に移行
※3. (株)テレビユー山形による2020年度限定のキャン
ペーンとして実施
※4. 不法投棄通報機能のみを利用

ピリカ導入地域 都道府県
福井県※1 （2014年〜）
岡山県 （2017年〜）
富山県※2 （2018年〜）
和歌山県 （2018年〜）
秋田県 （2020年〜）
山形県※3 （2020年〜）
茨城県※4 （2021年〜）
京都府 （2022年〜）
岐阜県 （2022年〜）
静岡県 （2022年〜）
三重県 （2022年〜）
兵庫県 （2022年〜）



企業のCSR部門に対し、清掃活動の管理・PRツールとしてピリカを提供

サービス > ごみ拾い促進プラットフォーム ピリカ > 企業・団体版

Coca-Cola

SAPPORO

SAPPORO

JT

ボーイスカウト日本連盟

ALVARK TOKYO


